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く
み
ら
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
の
'
復
雑
さ
を
呈
示
し
て
い
る
。

こ
の
勢
力
に
針
す
る
朱
政
檎
の
封
熔
策
は
、
武
力
的
討
伐
と
懐
柔
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
自
己
椴
力
の
確
立
と
と
も
に
、
そ
れ
は
か
な
り
徹
底
し
た
宗
教
結

枇
運
動
に
謝
す
る
弧
堅
に
か
わ
る
。
恐
ら
く
は
そ
の
結
果
が
、
永
築
時
代
以
後

の
、
華
北
に
比
重
の
か
か
る
明
代
の
宗
教
結
枇
分
布
を
作
り
上
げ
る
一
因
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

木

華
禦
王
園
に
つ
い

て

萩

原

淳

ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
の
木
筆
繋
は
博
爾
北
ら
と
共
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
四
傑
の
一
人

と
し
て
、
チ

ン
ギ
ス
・
カ
1

ン
の
全
モ

ン
ゴ
ル
統

一
に
貢
献
し、

開
閣
の
功
臣

の
第

一
に
あ
げ
ら
れ
、
左
朝
出
荷
戸
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
問
、
木
華
繋
は
針
ナ

イ
マ
ン
戦
や
ケ
レ
イ
ト
賊
な
ど
で
目
覚
し
い
活
躍
を
し
、
す
ぐ
れ
た
武
将
と
し

て
有
名
で
あ
る
。

の
ち
、
彼
は
チ
ン
ギ
ス
・
ヵ
l
ン
の
金
図
遠
征
に
中
央
軍
の
部
将
と
し
て
山

平

東
牢
烏
に
ま
で
侵
入
し
た
が
、

二
二
七
年
に
チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
は、

「
太

行
之
北
、

朕
白
経
略
。

太
行
以
南
、
卿
其
勉
之
。
」
と
木
華
繋
を
園
王
に
任
じ

て
、
河
北
の
経
営
支
配
を
彼
に
一
任
し
た
。
図
王
と
し
て
農
耕
定
着
枇
合
を
経

営
支
配
す
る
に
は
、
車
な
る
武
将
だ
け
で
は
務
ま
ら
な
い
。
彼
は
軍
事
行
動
中

に
も
段
耕
枇
科
や
、
そ
こ
に
生
活
す
る
渓
人
の
思
想
な
り
行
動
に
留
意
し
、
河

北
支
配
に
努
め
た
。
木
華
裂
と
史
天
鮮
や
張
柔
ら
所
謁
漢
人
世
侯
と
の
闘
係

は
、
木
筆
禦
王
園
の
性
格
を
知
る
上
に
重
要
で
あ
る
。
彼
の
園
王
在
任
期
間
は

長
く
は
な
か

っ
た
し
、
金
朝
を
滅
亡
に
追
い
込
む
事
も
な
か
っ
た
が
、
河
北
の

治
安
回
復
に
は
、
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
チ

ン
ギ
ス

・
カ
I
ン
が
金
園
に
侵
入
し
て
か
ら
、

世
租
ク

ピ
ラ
イ
が
元
朝
を
た
て
、
征
服
王
朝
を
樹
立
す
る
ま
で
を
見
る
と
、
凡
そ
五
十

年
を
要
し
て
い
る
。
そ
の
閥
、
モ

ン
ゴ
ル
族
は
必
ず
し
も
直
線
的
に
征
服
王
朝

樹
立
に
指
向
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
時
に
は
征
服
王
朝
的
方
向
に
進
み
、
時
に

は
そ
れ
に
逆
行
す
る
よ
う
な
政
策
が
施
さ
れ
、
粁
徐
曲
折
を
へ
て
征
服
王
朝
は

完
成
さ
れ
て
行
っ
た
。

こ
の
中
で
、
木
華
禁
園
王
お
よ
び
そ
の
後
胤
継
者
が
、
如

何
に
行
動
し
、
或
は
さ
せ
ら
れ
た
か
を
検
討
し
、
木
幸
繋
王
園
の
果
し
た
役
割

の
位
置
づ
け
を
試
み
る。
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